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(57)【要約】
　
【課題】　弱いサイホン力を利用して、サイホン切れ音
を抑制し、効果的に浮遊汚物を排出できる水洗便器を提
供する。
【解決手段】　リム吐水口からの洗浄水によってボウル
面を洗浄するとともにサイドゼット吐水口からの洗浄水
によって溜水部内に上下方向の旋回流を形成して溜水部
内の汚物を排水路へ流し込む水洗便器において、この水
洗便器は前記排水路のサイホン作用を引き起こす空間に
対し、サイホン作用抑制手段を備えることを特徴とする
水洗便器とした。
　【選択図】　　　　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
リム吐水口からの洗浄水によってボウル面を洗浄するとともにサイドゼット吐水口からの
洗浄水によって溜水部内に上下方向の旋回流を形成して溜水部内の汚物を排水路へ流し込
む水洗便器において、この水洗便器は前記排水路のサイホン作用を引き起こす空間に対し
、サイホン作用抑制手段を備えることを特徴とする水洗便器。
【請求項２】
請求項１に記載の水洗便器において、前記サイホン作用抑制手段としてサイホン作用を引
き起こす空間よりも下流側に設ける絞り部の絞り度を緩くしたことを特徴とする水洗便器
。
【請求項３】
請求項１に記載の水洗便器において、前記サイホン作用抑制手段としてサイホン作用を引
き起こす空間の容積を大きくしたことを特徴とする水洗便器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ボウル面を洗浄する吐出するリム吐水口の他に、溜水部に洗浄水を噴出する
サイドゼット吐水口（第２の吐出口）を備えた水洗便器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　水洗便器にはサイホン式と非サイホン式がある。サイホン式は図６に示すように、溜水
部内に溜水が入っている状態（ａ）から、リムの吐水口より洗浄水が供給されると、状態
（ｂ）に示すように、溜水部内の水位が上昇し、同時に絞り部によって給水量よりも排水
量が少なくなるのでトラップ内が満水状態となる。そして、給水量が少なくなると状態（
ｃ）に示すようにトラップ内の排水が外部に排出され、これに伴って状態（ｄ）に示すよ
うに浮遊汚物も排出され、溜水も殆どが排出されるので、溜水をリム吐水口から給水する
。
【０００３】
　上記したサイホン式の水洗便器はサイホン作用によって汚物を排水路に引き込むため、
溜水部内に軽い浮遊汚物が残ることがない。しかしながら、排水時にサイホン作用によっ
て、溜水をトラップ内に引く込み、最後には空気を吸い込むことでサイホン作用が終了す
るが、その際、大きな異音（サイホン切れ音）が発生する。一方、洗浄水で汚物を排水路
に押し込む非サイホン式の場合には、異音の発生はないものの溜水部内に軽い浮遊汚物が
残ることがある。
【０００４】
　少ない洗浄水で効果的に洗浄するため、リム吐水口の他にサイドゼット吐水口（第２の
吐出口）を備えた水洗便器が特許文献１～６に開示されている。
　特許文献１には、便鉢の底部近傍に水洗孔を設け、この水洗孔からの噴出で旋回流を起
こし、この旋回流とサイホン作用で便鉢内の汚物を速やかに排出することが開示されてい
る。
　特許文献２には、ボウル部底部の凹部（溜水部）の溜水面よりも低い位置にゼット噴出
口を形成し、このゼット噴出口からの洗浄水が旋回流を形成することが開示されている。
　特許文献３には、ボウル部側面にサブジェット噴出部を設け、このサブジェット噴出部
から吐水された洗浄水がボウル部壁面に沿って旋回流を作りつつ進むことで上方に向かっ
た流れとなることが開示されている。
　特許文献４には、ボウル部の溜水面よりも低い位置にゼット吐水口を形成し、このゼッ
ト吐水口からの吐水で旋回流を起こさせることが開示されている。
　特許文献５には、リムの下面に下向きの吐水開口を設け、この吐水開口からの洗浄水で
汚物を排水路に押し込むことが開示されている。
　特許文献６には、溜水面よりも上方に吐水口を設け、この吐水口からの洗浄水で浮遊汚
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物を排水路に流し込むことが開示されている。
【０００５】
【特許文献１】特開平７－３１０３５３号公報
【特許文献２】特開２００２－９７７０４号公報
【特許文献３】特開２００４－１００３０７号公報
【特許文献４】再表９８－０５８２９号公報
【特許文献５】再表９８－１６６９６号公報
【特許文献６】ＷＯ　２００４／０２２８６２号パンフレット
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記のような従来のサイホン便器では、異音の発生は汚物の排出能力を向上させるため
には、排除できない問題であった。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するため、本発明は、リム吐水口からの洗浄水によってボウル面を洗浄
するとともにサイドゼット吐水口からの洗浄水によって溜水部内に上下方向の旋回流を形
成して溜水部内の汚物を排水路へ流し込む水洗便器において、この水洗便器は前記排水路
のサイホン作用を引き起こす空間に対し、サイホン作用抑制手段を備えた構成とした。
【０００８】
　前記サイホン作用抑制手段としてサイホン作用を引き起こす空間よりも下流側に設ける
絞り部の絞り度を緩くすること、或いはサイホン作用を引き起こす空間の容積を大きくす
ることが考えられる。
【０００９】
　上記構成とすることで、サイホン作用の強い溜水の引き込み力を抑え、空気を吸い込む
前にサイホン作用を終了させることで、サイホン切れ音を抑制することができる。そのた
め、引き込み力の低下をサイドゼット吐水口からの洗浄水による溜水部の上下方向の旋回
流とリム吐水口からの洗浄水によって、排水路側へ押し込む上下方向の旋回流が形成され
効果的に汚物を排出することが可能となる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、従来のように強いサイホン作用を発生させるのではなく敢えてサイホ
ン作用を弱くして、サイホン切れの際に発生する異音を小さくしつつ、かつ、サイドゼッ
ト吐水口からの上下方向の旋回流によって効果的に汚物を排出できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下に本発明の実施の形態を添付図面に基づいて説明する。図１は本発明に係る水洗便
器の断面図、図２は本発明に係る水洗便器の平面図である。
　水洗便器は汚物を受けるボウル部１の上縁部にリム部２を設け、ボウル部１の底部を溜
水部３とし、この溜水部３に排水路４を連続して形成している。
【００１２】
　前記リム部２は内壁面が内方に向かって張り出し且つ内部をクローズドタイプとし、内
壁面の一部を棚部５としている。そして便器後部の上部には洗浄水供給路６が形成され、
この洗浄水供給路６の先端は便器の右側部において洗浄水のリム吐出口７となり、このリ
ム吐出口７から吐出した洗浄水はリム部２の内側面に沿って水平に吐出し、更に棚部５に
沿って旋回し、曲率半径の小さい便器先端部を若干越えた位置から、洗浄水の主流を形成
しながら、途中から溜水部３に向かう。
【００１３】
　前記排水路４の先端は溜水部３内に開口する排水口８となっており、排水路４の中間部
はトラップ部９となっている。このトラップ部９よりも下流側の排水路４には絞り部１０
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を設けている。この絞り部１０は洗浄水が供給された際に排水量を制限し、サイホン作用
を引き起こす空間（トラップ部の空間）を洗浄水で満水にするためのものである。
【００１４】
　本実施例にあっては、この絞り部１０の絞り度合いを通常のサイホン式便器よりも緩く
している。その結果、溜水の引き込んだ後に更に空気を吸い込むまで、引きが強くないの
で、サイホン切れ音を抑制できる。
【００１５】
　また、ボウル部１の前記リム吐水口７を形成した側の側壁には第２の吐水口としてのサ
イドゼット吐水口１１が形成されている。このサイドゼット吐水口１１は溜水部３の水位
上昇位置の近傍、より具体的には洗浄時にボウル部１内に洗浄水が供給された結果、水位
が最も高くなると水面下になる位置にゼット吐水口１１が形成されている。
　このような構成とすることで、ゼット吐水口１１からの洗浄水は、上下方向の旋回流を
形成して、溜水面に浮遊している汚物を溜水中に攪拌することが可能となり、また、上下
方向の旋回流は、そのまま汚物を巻き込みながら排水口８に向かって流れるため、サイホ
ン作用が弱くても汚物の排出効果を十分確保できるものとなる。
【００１６】
　以上の構成からなる水洗便器の作用を図３及び図４に基づいて説明する。
　先ず、図３（ａ）は初期状態で溜水部３内に溜水と浮遊汚物が存在している。この状態
から、リム吐水口７及びサイドゼット吐水口１１から洗浄水を供給する。すると、図３（
ｂ）に示すように、溜水部３の水位が上昇する。
【００１７】
　しかしながら、前記したように本実施例にあっては絞り部１０の絞り度合いを緩くして
いるため、トラップ部９内は直ぐに満水にならない。
【００１８】
　ただし、この間においても吐水口１１からの洗浄水によって溜水部３内には上下方向の
旋回流が形成され、図４に示すように上下方向の旋回流によって十分にカバーされ、溜水
部３の上面に浮遊している汚物は排水路４に引き込まれる。
【００１９】
　この後、図３（ｃ）に示すように、トラップ部９内は満水となり、サイホン作用によっ
て汚物を含んだ洗浄水は、排出され、更に図３（ｄ）に示すように、サイホン作用が停止
する。このときサイホン作用が抑制されているため、水位降下が小さく、空気の吸い込み
が抑制されにているので、サイホン切れ音が殆ど生じない。また、溜水が残留するので、
溜水を更に補給する（リフィール洗浄水）ことが必要ないというメリットがある。
【００２０】
　図５は別実施例を示す図１と同様の断面図であり、この実施例にあってはサイホン作用
を引き起こす空間（トラップ部の空間）が洗浄水で満水になるまでの時間を遅らせる遅延
手段として、トラップ部９の容積を大きくしている。
【００２１】
　トラップ部９の容積を大きくすれば、サイホン作用は抑制されるので、上記同様にサイ
ホン切れ音を抑制できる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明に係る水洗便器の断面図
【図２】本発明に係る水洗便器の平面図
【図３】（ａ）～（ｄ）は本発明に係る水洗便器の作用を説明した図
【図４】本発明に係る水洗便器の作用のうち上下方向の旋回流について説明した図
【図５】別実施例に係る水洗便器の断面図
【図６】従来のサイホン式水洗便器の作用を説明した断面図
【符号の説明】
【００２３】
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　１…ボウル部、２…リム部、３…溜水部、４…排水路、５…棚部、６…洗浄水供給路、
７…リム吐出口、８…排水口、９…トラップ、１０…絞り部、１１…ゼット吐出口。
　

【図１】
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【図２】
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【図３】
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【図４】

【図５】
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【図６】
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